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埼玉総会開催案内　ようこそ彩の国さいたまへ
～ 今年から総会会場で献血を開始します ～

　徳島総会の熱い愛と魂を
受け継ぎ、第18回通常総会
を来る平成26年8月23日
（土）に大澤全管連会長のお
膝元であります埼玉県さい
たま市の浦和ロイヤルパイン
ズホテルにて開催させて頂く
こととなりました。
　我が埼玉県は東京の北側、関東平野に位置する１都６
県に囲まれた内陸県であります。
　海はありませんが、秩父山系を源とする荒川、“坂東太
郎”の異名を持つ利根川の二大河川や長瀞、飯能河原な
どに代表される清流など、水辺空間に恵まれており、県土
に占める河川面積の割合3.8％は日本一、荒川の鴻巣市
から吉見町間の川幅2,537ｍも日本一であります。
　気候は夏は蒸し暑く、冬は乾燥した北西の季節風が吹
く日が多いのが特徴です。風水害は比較的少ない一方、全
国的に見ても快晴日数が多く、暮らしやすい気候です。
　また東京のベッドタウンとして発展し、人口は720万人
を超え、市の数も日本一を誇ります。県民性が希薄と言わ
れることもありますが、その各地の個性の豊かさは語りき
れません。内陸県唯一の政令指定都市さいたま市にて通
常総会を開催することができ、地元も盛り上がっておりま
す。
　埼玉県は現在、県連青年部組織が無く、県内の4単組
（さいたま市・川口市・越谷松伏・熊谷）が全管連青年部協

議会に加盟し活動しております。今までは近くても交流の
場がありませんでしたが、埼玉総会の招致を機に、埼玉県
内の連携を強化し、情報を交換しながら地域貢献、社会
貢献していくスタートをきることが出来ました。全管連青
年部のテーマでもあります「挑戦～一歩前へ～」のチャレ
ンジ精神を胸に、青年部らしい総会を追求し、準備を進め
ております。そしてその輪が埼玉から全国へ広げられるよ
う努力していく所存です。
　微力ながら埼玉４単組の力を一つに結集し“オール埼
玉”にて全国の皆様をお迎えさせて頂きますのでご協力の
程よろしくお願い申し上げます。
　当日はかなり暑くなることが予想されますが、多数の皆
様のご来玉を心よりお待ち申し上げます。

さいたま市管工事業協同組合青年部
大会実行委員長　　大　竹　　亮

埼玉の見どころご案内
埼玉スタジアム2002
　国内の球技専用競
技場では最大となる
63,700人を収容でき
るスタジアムで、Jリー
グ浦和レッドダイヤモ
ンズのホームスタジア
ムとして知られる他、
サッカー日本代表の
国際Aマッチなどでも使用されている。こけら落とし試合
は2001年10月13日のJ1リーグ戦・浦和レッズvs横浜
F・マリノスでこの試合の観客60,553人は当時のJリーグ
最多記録となった。
　周辺は都市公園として機能しており、サブグラウンド3
面、フットサルグラウンドといったサッカー関連施設のほ
か芝生広場もある。
これらの施設を利用したスポーツクラブも開設され、レス
トランも含めて一般市民に開放されている。

　全国の皆様、今回のアヒルのたまごはいかがでしたでしょうか？いよいよ8月に開催されます埼玉総会の全
貌が現れ始めました。国内有数の人口を誇ります埼玉県！！ 我々の仲間がどのような総会を組み立ててくれ
るのか非常に楽しみです。１年に１度の通常総会となりますので、全国の皆様に会えるのを楽しみにしており
ます！ 佐藤義晴総務副部会長（宇都宮）記後

集編

全管連　青年部協議会

会員募集会員募集
日々の活動にちょっとしたスパイスを入れて刺激が欲しいあ
なた。あえて言おう。その場所は全管連青年部であると。

親組合である「全国管工事業協同組合連合会」と連携を図りながら組合にメリットをもたらす活動、そ
して青年部員の調和と団結と自己啓発を生み出し、新しい時代のニーズを求め私達と活動しませんか。

設立から 17 年。本協議会では様々なコンセプトを掲げ、多種多様な事業に青年部カラーを活かして取り組んで
参りました。全管連青年部協議会は組合・県連青年部の集合体であり、各青年部支援の基本理念が根底にあります。
当協議会に加入する事で全国ネットワーク網の一員となり、全国組織の大舞台で今まで以上の活動ができますよ
う、皆様方のご加入をお待ちしております！加入をご希望される組合青年部は全管連事務局（０３－３９４９－
７３１２）仲村までご連絡をお願いします。

全管連青年部協議会加入へのお願い！

中島会長

埼玉総会を呼びかける仲儀理事

徳島から埼玉へ

百聞は一見にしかず、
　是非、理事会等にオブザーバー参加いただき青年部の情熱を感じて下さい。
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埼玉スタジアム2002
　国内の球技専用競
技場では最大となる
63,700人を収容でき
るスタジアムで、Jリー
グ浦和レッドダイヤモ
ンズのホームスタジア
ムとして知られる他、
サッカー日本代表の
国際Aマッチなどでも使用されている。こけら落とし試合
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F・マリノスでこの試合の観客60,553人は当時のJリーグ
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　周辺は都市公園として機能しており、サブグラウンド3
面、フットサルグラウンドといったサッカー関連施設のほ
か芝生広場もある。
これらの施設を利用したスポーツクラブも開設され、レス
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さいたまスーパーアリーナ
　さいたま市中央区に
ある多目的ホール。客
席可動ブロックを採用
し、床・天井等も可動式
となっている。
　スポーツイベント、コ
ンサート、テレビ番組の
収録、講演会、見本市会場などさまざまな用途に対応して
おり、最大で37,000席を使用できる国内最大級の多目的
ホールとなっている。
　『AKB48』の前田敦子が卒業を発表した会場である。

鉄道博物館
　さいたま市大宮区大
成町にある鉄道に関す
る博物館である。
　JR東日本の創立20
周年記念事業のメイン
プロジェクトとして
2006年5月14日に閉
館した交通博物館に替わる施設として、2007年10月14
日の鉄道の日に開館した。
　鉄道の原理・仕組みと最新の鉄道技術、将来の鉄道技
術を模型、シミュレーション、遊具を使いながら体験的に
学習できる。愛称は鉄博（てっぱく）。

氷川神社
さいたま市大宮区高鼻町にある神社。式内社（名神大社）、
武蔵国一宮または三宮、勅祭社。旧社格は官幣大社で、現
在は神社本庁の別表神社。宮中の四方拝で遥拝される一
社。
　東京都・埼玉県近辺に約200社ある氷川神社の総本社
である。他の氷川神社と区別する際は「大宮氷川神社」と

も呼ばれる。
　さいたま市の「大宮」
の地名は、当社を「大い
なる宮居」と称えたこと
に由来する。埼玉県周
辺の広域から参拝者を
集め、正月三が日の初
詣の参拝者数（警察調べ）は全国10位
以内に数えられる。特に全国的に初詣
客が増加した2008年（平成20年）以
降は例年200万人以上が訪れている。

埼玉で待っています！

全管連青年部の目玉の活動事業である「水源地ク
リーンキャンペーン・エコクラブ探検隊」レポートが
完成しました。今年度は 14 組合の応募（北は宮城～
南は福岡）があり、全国各地で開催されました。実施
時期は、各組合の計画に基づき、平成 25 年 5 月 25
日～平成 25年 12月 21日と長い事業となりました。
東日本大震災から約３年が経ちますが、まだまだ復
興には多くの問題が立ちはだかっています。災害時に
おける「水」の必要性を改めて認識する契機となりま
したが、それを次世代の子供たちに伝えていくことも
我々の義務だと受けて止めています。
また、地球温暖化問題が大きく注目を浴びている中、
近い将来には水資源をめぐる問題が起こることも懸念
されています。水道を捻れば水が出ること当たり前だ
と受け止めずに、大切に使って頂きたいと思います。
　今年も各地で「水源地キャンペーン・エコ倶楽部探
検隊」が開催されましたが、子どもや大人たちが「水」
の大切さを改めて認識して頂き、今度は他の人にも

「水」の大切さを伝えていただくようなきっかけとな
ればと思います。
来年度も本事業は開催されますが、今年行った活動
がより良いものになるよう工夫をして頂き、多くの参
加者を募って頂ければと願っています。

平成25年度環境問題研究事業報告書が完成
～全管連青年部ホームページ（http://www.zenkanrenjr.jp）に掲載～

全国各地の活動の様子

環境保全活動

記念植樹の維持活動

ゴミ清掃ボランティア活動

ここにもゴミが！

親子でゴミ拾い

第１８回通常総会スケジュール
期日：平成２６年８月２３日（土）
場所：浦和ロイヤルパインズホテル
日程：通常総会　１４：００～１５：００
　　　研 修 会　１５：３０～１６：３０
　　　懇 親 会　１７：３０～１９：３０

今年度から献血活動を始めます。
本会は総会開催日に献血活動を行います。当日は
健康な方であれば献血にご協力をお願いします！


